
参考書誌研究第7号（1973．5）’．　，

フラ，ンス国立図書館め歴史（2’・完）

、，、
@　・一騰史を中’ひに十一／：　’t　一’

　　　’”　・　∵IE田・・這

e．　　」・ヨジ，．て．㍗

　　　　　　ばじめに’、．，　＼　1・、
　　　　　　1　・国主丈庫成立の背：景．∫■　　．

　　　　　　諺欝醜鵬目録㌦、・

　　　　　　4ぬヲ・クレ㌣の目録／t，
　　　　　　，∴　　」恢・（以上第6号）　　1．・

　　＼，51四㌣胃薬刷計画1　．，　、’

’、i．tt’一　t

D訟杢憶≒』へ
・i・j一 ｲ＼笹野1素そ：：

tt @　．6　18世紀における目録の状態

　　　、7’1840年から1852年にかけての発展

1旦堕鞭蕃㌦ガ
　tt△♀．総月録刊行開三時ばおける　　

一　．、ガン咽証書館怨書状況t・t

、tt
C　、．t　・　t』一189？年1脚現酬態r

　　　　ラクレ瑚録の嚇呼∫灘際際童購書蹴
　　　　　妙マ派あて械翫た第・野僧』．・で脳朗終講ご翻降職げ袴ξζ・
　　　　は1∫まさに公tle．する輝値めあるも‘？であっ∫．「にしたわけです6・貴下ゐご構想ζの一攣ば一、

　　　　福孕で169マ騨・、ζ明録ρ唄デ私をいた禧融些の蝉発恥紛
　　　・，V・う問題が起9るσ宅の≒とに関して，ぞ　　一／室も実際以上に筒≦評価してしまうこ・ζに・弓

　　　　惚壮デン㍗勿儲㍗デリ・、”・、、♂照れた訟甑舜嘆早二丁下の
　　　　叫・晒ドとの商に譜簡に羅意見q’ようなこの願に詳砂抑ご意見嘩良
　　　　交換がなされてい、る々・・これ曙誌学甦tt「〈r致して’V’鯵ですから一それゆえtr　’

〆　醜翫味麟もりである・こ，こ畑ま・7ジ問題嚇（御ミ細して印届騨たもの一

　　　　ラン彫塗舗臓印刷翻眼の三女　訳注）をこ砕嗣いたし甑この甲雛
　　　　中矧用されているその一継訳出レで，・’，’e；k…t1r来作瀕躍〆・・る柳蔵書瞬、

　　　犠禦轡脚轡∵∵1瓢講騰麟媚繕
　　　　　　∴㌻．留恢1，”i　 ，” f　”iい・1己＼’駄賦課欝摘「と制て・’なカ・？た・
　　　　1’， ・《拝啓和・瞼記述の今回い方■Ll一、・鈎ζ煙桝華きで書些町噛送

　　　．醗卑た÷’軋上げ魚ら丁勲ζの1，∫恐し砕でいう9　Wtiとして柳ト・ギ，

　　　　澗題・おけ碓界的蜷威望確下の1彫一酉デ匹田まセた♂煙な粉持デ、

　　　　三智獣セ鑛犠灘＼二：醸雛罐蘇鍛擬㌢l

l∴∴1∵1警llll轡ll計∴ll



　　　謬れ劇教示逸酵た略いまナ◎妃略々がやはリマ目でわかるようになって・

　　　　び・1’糠轡雛’沼鷺細細鵬賊塁
　　　　　　　／1・　、．’　’．　’1　’　・ttビー1・・賦忌性唯黙る痢蹴・修正桐平な不都

・　・親身，レ・ドがめ読手緑共にグ・．1鰹も難しな・㌧拗・はゆきま飾

編謙謄顎髭ll識璽灘難譲塑募遍

農欝欝磁路「1感欝欝1馨讐察

　　　　ζ拝嘆男帯が挙送り下ざった新叢誌目　　、．あるはずですざ庵←との不都合性を補㌻だ

　　鱗成道原案群肌潰下雌⑳人「画・貴下bl，最納卿多い1勧四四
　　　であるζ1瑚前濡鼠し嘩素描μ㌘ニジー瀬野編とするなら，それは、

　　　て勃ます訟ぜなち・我々細め問騨1眉録秩序㊧二艶をこ虜ととに勧，も

　　ついて識合試すぐ膿下は誕の琳・ごは禰ねる瞬とを絶えま魔七・。

　　蝉ρ中で糊に緋たで砂漏様に・レ和贋下に蹴じた亮思・・ますの敵
　　「翻輪行に概硯せて下さっ畑らでt　・、t．．・のような点です．すなわち∴こ・の方法醐

　　夷一輔マ禰剰鋤・この瞬・、：人的姻書室櫓嫡嫡の瞬を幟す
　　・球の嘩用法ζ便利さ殖ついて検討して見ま，・ンtttるのゆま有用であり得ましょち。個人的な．

　　喚達題嗣牽あっ唄論点が・…輝輝鋤ら稽きで充分ですし下墨
ダづトジを欄箪切6．9，とにま胴亀！・一臥㌧激されていでもいなく‘cも一四人・に，

　　硯励るという巧み訳読桝秀，t’t一団構瑚恥ないのです．「しかし，全

　　。抑≒よ償えつ醜たも⑳よう嘔■蔵書を鷹％喋・折本細一6融、・
　　越す・、これ砒較でぎるの齢そらく貌・糊す髄臓書の豊齢大腿館の瞼を



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　’

なか・ばがら糟の欄が存旧る燭・・臓ジ・ができます・輿四這め年令職業
の量：は約2倍の12冊にもふく流あρミり，そ　　1地位を簡単に記入した一覧表嬉これで，’

・纏与遮れる搬の木・哨愛するr・、㌦彼らのすド物酢・・熱らにつ細作ゴ
醜るでし・！6’ゆもまた・、これらのtWl・　．　．，，られた諸版を膿に列挙する4・が聴ま

の蜥は噺畔加わ託物を都合よく収　∵し・与・≒後略》．・・ll「：．・’
録でぎるでしょうか“！．おそ膨くそう噛うまtt、　　　　　　　　　　　　　　　、

く妹ゆかないでし・うレ・その上・空所め1一．と、口・高富された妙畔とウス．ト分ル

少ない欄は常にまた追加記入する書物カミー　・tt・ドゐ往復書簡によ6℃当時の印刷目録作面

面多・欄でもある貯です晒と斌ネ申学ジや主敷困難・隔て硫の晦型の腿
者牟ちの著作の場含・：小型本々ミ大準本・弔　　…セあることが理解されるσ先号に嗣いで述ド

型本よりはは6かに難炉多ヤ・のが税巷でナ．　・べたクレヤンの第2り目録ほ，．各々卒直頓、

々ミ画面ごとにさらに多くの埋本心ミこtt範て癩さ緑韓：越節を鯉（・Elfi・・

れかちも作り出されてゆくのも確かなこと　…4折，’一8折以上）別に区分し目録上の拶ト

です・従って・すでにr杯嘆？て・・る小1．　’列と書架上の排列が同≒になるよう妨海

．型本の欄に新たに富加記入するのは困難塗、・、を取う無し〕る。、それゆえ1ある主題につい

こと曲るで吾・う・．爵らev・て1・も・、鯵瞼麟・あ効腸曝なる翻所門

歯禰面面記号でもつけて隣の欄の空．・に全館髄さ撚妨厨のである・・
所に記入するなら嫉それは貴下ゐせっか　』．’ス下ガルドはこの木便さを克服しよう一と試’

幽くの弱冠ちやすこと；，菰わ図画羽喋りであ・た・ζ櫨考慮に盛る問題

めまつ尽の変難群することになり一勾畳で職官ース卿ドの方法が・ク，レマ》

しょう・　ttt　一一　　　　tt　　　¢）指摘通り実際には莫大な量の蔵書を有す

　以上が・貴下の提示された原案につい”（ti・　　る2図書館の月録を印刷するに海たって致1．

曝の蟄婦解ですが・もちろん私のt旨’ _的飲陥蜥っμ琉・しrもt・・クレマ

拠九品よ』っ債下1方法の髄が減ずツはかれ・の観較灘通じてかを鴨，
るなどと芦うつ弔．ρはありません6ただ次　．、るとごろがあったのではないかど思おれ．

9こと購がであると思・1ます・つまり・’観な舷ら・グ因シ吟ζの意見の交・

姻魏の瞬喘合には・おそらぐを煉、即後で，三盛舗の．購械の新方法に
服不可能堺難を伴なうこの，禰・rよ・るtt屈す嘉納題した小冊子を公にし・〈」　’』

配列にご伽・衛きづまるよりは…入ダ・噺醜騨剛計恥提乱ているからで
：の翫親しんでし一儲の自然なPtif・・c・’ D1ある・御言う5悩鯉濃図書館撫「
従坊がよいeY・：5　d2でむたとえば聖、叡ゆ髄嘩めにはすべて晒物購

書節そ搬も・撚晰でも瀦繭、’じ版型であることヵ嚇し…宿弛．
頗群入摘浦です・こ咳法によ・　ぽ・・そ紡を齢か師“くつかに分類し
翻り不都舘・、腰な離さをそなえ準　1て・．引回賦物を縮にしてその鯨1－
2樫ρアィレフアベγ噸一覧表によっ・て容t　t－・　目鍮ヒ書tt入れそしまえば簡単にナむから

界克恥嫡ばず軌第・磁心・噛、で郊｝お難し酪ら意識ま大．ゼ
鍋一骸で・ζμによ胴デ主題につy＼Ll恥小の版聖の違V・カミ靭書架上層列す）・t

轡た書搾岬畔早1㌔lj騨騨叫脚噌を



　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　r　　・　、　　　　s，

　　　し　　　　　　　　　ド　　　う　　　　　　　　　　　コ　　　　ン　ヒ　　　　　　　　エ

旧型ごとにわけなくてはなちなくなるq「た

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノト．とえばナウグスディ女スめ諸作品について

，・ ?轣翌髀装ｨを知りた小時，まずr聖父』

の分類観つ町や輕・撚の中を探．
　し∴次に．4哲本∴凍に8．折そ⑱他の中どそ’

．緒群？虞さ成出さね晦与ない∴
∵これは論え．アルアァぐ斗トJleの表を四

七ある程度埋め合おせられる≧しセも，お

蓄らく1煙鞭なことであ研うう」・・＿、

　彼が；の小冊子の中で考案蔓てしる王妃・

も実際的で最も不都合め少なしように思わ’

．Pt’る」方法は次．めようなち．りである6

　∫まず書物を主遮ごζ「に分煩し・冬芝題に

働る書物咽．還す女論詰1も．
ぞ亀らが皆同じ三型gものであるlp¢）よう．

、に捌すQ・rうす繊一⑫主題に関ザ
る書物は二ヵ所にまとまるζ者になる。！そ

の結果として各主題の項目め中に嫡2折本

　・4折本6β折本弓2折本など力年代順あ、

るいは版次順ジまた嫁その他ρ適当な順序，・

をつけられて混在するようになるが，こう

し齢し煽鍬書誌の雌器承を・
補なうための工夫がなされる。その工夫と

財聯詳録略福紛舶商っ
φ小さな欄を／曇り’・・　1番嫉じあ⑳欄には2

折本囁号畝紅綬即よ噸本13’、
・番目e＊　S折プ’i20rそれ以下の少聖奉ρ番号　・

畝れることで嫡1や猟ばある書物・、

の番号が3欄めどこに入づでいるかて「版．

型・さら1に嬬書架＃の位犀関係力「目でわ＼

カ1砂であう・・．40ク汐ンの方蹄完全

に琿解す為たφk彼自身によワて与えら・’

れていQ．＆Ci　一egを参照Vlk，’う．．

　3新　4折

．A81　…

t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：，　’．　．　　”　N’・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ・．ッィァ，A・ldum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出版者名），1518『1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　’』tt∫t’、t／tt1　－2・折版　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　82…・・一…・’………二∴∵同方法で編されえ上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，t書の別版手書き’注釈

　　　　　　　　　　　　　　　　1一　＿『己？き’tt”．・ピ㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・s　，　tt・415’●ギリ傭聖書、・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　・498Joh・L6nicero・（人．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1名）・編．・ストラスブ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’』　t一／　ズ　t，ル，1’VUQIphi耳m・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　・』CephaL（出版者名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・1526－4巻　8折版’、

　　　　　　　　　　　　　　　　、．S3…ゼ…．・　．L・…　　∵・・一一同上，メミ・一r．ぜル，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・J・h・耳晦gi・m（木．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　．．，，　1．．名）編・IS45　，　2・瓦版

　　　　　　　　　　　　　　　　1tt　1一　・、，　・499…ギリ：シブ語，ラテノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　回．・，！3諦訳轄ミーゼ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てル，・　Nic　Briling¢一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t一、、　㍗・Um（人名）tt編∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　1550　5巻　8組版　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　解’……∵　》ギ牙シ傭轄ク’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　L．、ランクブ＞vト　Vue」　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　．：　．：’t’　　，1　’chel　l（出版者名）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4597　2折版

　　　　　　　　　　　　　　　　85…1．・ら」∴……、　70人血つぎギリシア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語旧約聖書　，ローマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ587＾2折版’「’、

　　　　　　　　　　　　　　　　86’唾∵ヅ…：・一一．・∵祠上．ラテン語版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　淋」マ　1588・2．折’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版．．・∫』！

　　　　　　　　　　　　　　　　8㍗89●∵”’∵一同上、ギ？．ソア語ピ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乞うテシ語対訳版　新tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　t／t、、　約聖書共．一ノ籾：、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　・1r2串3．巻・折威‘

8折’∵　　　rLt　1　　　　　　34：L……※・・ギリシア語旧約聖書

・”t……Lキ旦ジア語新’e旧約　　．1　　　　…一．　　酒シドン．　Rqgeri・

　　　轄And　Asu14”’　　　、，・D・ni・｝i吊・（出記名）
　　’n1（人名＞1編，・ゲェ　　　　　　　　　　　　，一1653．4折版　　　一・．t

　　　　　「　　、㌧・　　　　へ‘　’ゼ　46「一

f



　　　　　　　　1　

　　　　　　　　　　　504・・伺上’ギリシア語旧

　　　、、　　　　1　、約聖書i，向出版、16

　　　　　　　　　　　　　53　8折版

　　　　　　　　　　　505・∴同上．・ケンブリッ．ジ皿

、　　　，6，’・66S　・　一2巻．　i2UtWt’”・

　　　　　　　B42∵………ヘブライ語では発見1
「1∫　・．一1，’されてV，・ないギ2，ヅ

　　　　　　　　　　　　、fア語聖書1アン1トワ、
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　，・
　　　　　　　　　　　　　．Lプ　Plahtin．（出tt

　　．t　・”t．　　’　”1．ttt　　版旧名）・1584”t’・　”

　　　　　　　　　　　　　4哲塚

　　　　　　　　　　　507やギリ1シ’語詩篇1同・

　　　　　，．　　、』），’．、・．出版　1『84’240r版

　　　　　1・「　　tt　5Q8…domplutum（地名）1

　　　　　　　　　　　　　版聖書にならった形噛．・幽

　　　　・tt．：1式ρ上書醇リ・ttt
　　　　　　　　　　’～　∴語・ラテγ語版　同
　　　　1’
　　　　　　　　　　　　　出版・1584，16旧版

　　　、　　509・・脚シア議、ラ弛
　　　　！　ttt．tt・ヒ　、・’語対訳の・ダビデg歌

　　　　　・1’　’．　・！　”・　）Rリ’　．Niyell・，（串版

　　　　　　　　　一．・男名）．’・155．9’16撒，

、　　　Aの区分は聖書である。：ζのような記入幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　の方法を馳ば∴混えばギ四プ．ヴデ

　　　ン語対訳ρ聖書塗さがし出したv〕時r吟ま・

　　　でるクレマンの目録のようにAの中di　2折・

　　　神画4撚の卿8撚以下のPt　31・・’・

　　　所棚べねば罪ないということはなくな

　　　や鰺た一方・一鎖噸鶴ど〆ゆけば、

　　　大型本，第2からは中型，第3寿らば小型噛

　　　ζ版聖照照柳検索胴時熔捌・旭、
　　ジきるの湿る・・妙ア嚇この新方法を・

　　　従来の目録法の便利さがあってその不便さ

、　　炉ない』もの≧一応昧自認している。しかレ

　　　ながら稼は，，単にごρホうな細かい目録技馳

　　　三三求のみに自剃彫瓜連敵1ま1

　　　嫡？たゆ噛登・卸「翠即瞬1、・

一47一

、作成嚥方言関する意見珍脚審次の

よ．うにしめぐくられている。「世界でも最

嵯か燗錦の一つの晦を公刊する’1・

挙たって，利弊者にζって役立つ目録にナ、

る手段を見いだすのには念を入れて入れす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モキ　　　　　　　ら

ぎることはない。それ．どこうか利用者の意

騨よつ．狽分たち嚇硯働修耳て，
ゆこう類わねぽ節ない・そう肺聾度、
．こそが，．かくめごとき壮大な事業を完全な，

ものにするのに毛わずかずつでも貢献参る『

，rとζ嫡で姉う．J…ーノ、・’、

　1∴、tt』　『、』　　t，　＿　’＾

　・クレァシが，ロろト，ガルドとの意見の交・

拠ま厳島潤い経騨通じて考案すr．・’

る1にい栴檸の瞬法ぼ；『主轟タび版

型による瞼ζして・これ以上φもみが考，

・えられな噂どに吻か備御・綿みたで「

られたもφと言ねうオ・・驚に印刷す筍1

場合の蛸が鉾ばり指擦れないで嫡嫡
つ・た。たとえば，初回醐の中で，，クシ

rやど，1’x．・ガルゆ糠諦粥1用P℃

い赫ア二二ジ．次のように述縛てい

1るQず塗わや・、グセマンの案はP冬トぎ川

．ゆ部門つ榔雑誌6た僻・て・・x
ないが，、まや固有の困難を生み出ゼてい’，

，ゐ。それは第1に・．　，月録塗作る際に各ダィ

砲塁も正しく排列するの二大塗苦労「

をす蘇踏劾乞さウに岬刷す鍛附
セ『おい℃欄を並べズ作、6たりJ．番号を合1，

致させたり毛なぐてはならない植字工や校・

正係にか勧の働を碗紋やミ嫡ζ、

しう桝で婦・ジ’・㌦∴一
　　しゅし塗がうギアヴァンρ心配嫡杞憂に・

肺わった。なぜなら亡のク：レマンの案は計

画の段脚こ止即ジり・）ζ実際嘗物どし

『．てEO刷されt！ことがなゑわたがちである6’　J

篠晦れる聯r1無二nts？pt・ら印励
瞬が公刊さ樋ので嫡が・それ山隠レ

　　、

・E



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’　’

　　　々シρ寿法’とはまつfe　・〈異なる方法によゐ　　・、B典礼と宗教会議；C教父，　Pカトゾ「ッあ

　　　・てなされだの飾ρ牟・したが塵・・妙∫騨Pl非カトリ・榊学）激会法（E）

　　　7γがこめ印欝欝平郷飢巌も∴’瓢び鹸法・万騨＊E）・それ蚊学関
　　　フランス甲立図書館の目録として実用にあ・，係の部分「（X文法，Y詩，　Y2小説，：Z文

　　　てられていたの出町熱どして・手書き．9）4・ 献学・全集）のみ七あり下したがっ、七ご

・t
Jシの第2明録隅る・脚力・ら成る、，　t塒代の万以馳鴎館臓書信の

　　　と明録の挙隅ペジは陛欄どして！状態敵の干うになる・す嫡ちA幽），
　　tt残さ漁’て・塾ジの醐嚇さ「まざ「『から、＊E（憲法・万民法）まで・，x嫁

　　　まな追Pp：e入がなされた。1しかし新たに聯、　「．「淘からZ（文献学r全集）までぽヒの1739’

　　　1油ねば励贈物野々噂・につμ留年から・ラ53年まで噺たな方法によら唾．．

　　　て・、層この目録自体に追加記入すやのは不可・　威刊行された印尉目録他の区分（F法律：

　　　能融りisク惚助大冷しだカ1・って・∫ゼ～v科学・工芸）に対して晦い⑱らず

　　　すな節頒ご・に・さらにその輝内に　．手書ぎのグv・rソの第・の瞬・（こ訴追

　　　聴ける版聾どに別ゆ冊になった補置一覧本を記入庚約6・巻からなる髄によち

　　　酢蹴るよ．1叫たり聯・t／・’　t，て脚ている）が適聯ていたのであ

　　　　．β脚r幽幽の状態1・・：1論畿黎昇懲懲麟1票．

　t一・t　グ，レア寵ρ業績た十部変学力商口客られ準　．右四性を保っている・、．

pt @鱒・「1ブ35年ごろのこ四郷たrその大洋・8齪に械されたこの痒P朋鍮・つい．

　　　き罐堕し1はジ帥本の記入ボやや濫、弓ても’クレe．yの瞬同型・追加本の記入の

・ゴ

?蜩?ｯ糊雀青＼醜諜灘僕踏疑∫
　　　，鑓わい’ものでなくな・てき緯とヵゴあ、＼乏，さ嘩その中での版型の区鎚と哺一

　　　語れる噺醜購印悶画勘てられ1∴遺脚漁れ涌け入れ鞭1贋に記入蔽

　　　たが・そ嘩瞭三吟緑瞬脚まクゼ遷れ筋噛硫・8聯己の剛瞬の場
　　　如の！は別鱗の・とな・魅すなやちt．　、．幽合は・版型を考離入れずに纐ごとにや

　　　ク喀ンが繍ほどやを酷撚なら々か賦想到着順にレ効ご・て記入がなさ緯∴
　　　・？た版型の違い嗜キ袴別につy）てはま’つた　　tt．補遺を作成する作業の困難な点は，受け入

　　　∵拷慮され敏ことになった。．・’（E”一fO・Q・さ　、／一、／瀬に訊さ泌珊・冊の書物をいかに

　　　うに・吻附痙よ捲ごと一！こ？けられてゴ耳もどの瞬の排　旺ゐ体系に組み入締

　　　・臓書判黙偶ごどにつげ．ら泌よ．幽かとゆことで劾，これ1ま特別二夫を

　　　う携った・、ま嗣一嗣叫・嫁とめ．’一し幡寵記二項のあとにつけカ・えるこ、

　　　．嚇て瞳同順驚怖群をひとつひと　．・たよっ聞し：とげられた禰であ．6・丸、

　　　．？き脚1・塑饗すとゆ牒碓姉ttかしこの遡どう野業は・）くらカ・の渤・’

　　　れ溜しかしながら・・こ描吋事の量のtt．1罪し窺行なわれな瞭まであらπ・、ザ

　　　録さからい・てもや噺》噺画醗．』筋榔世紀後半にお・・では・1往・にしで・

　　　鱒・翻するのは祠鮫融実際と：t、t　t新しく．ebpされ堵物は・鞭壁れ髄
］，iiF：．ii，r，ii？aiiEPr’eg一’ili．，Fl，’i1’i．1i’？．i，ili，ii4iii一．i，？，iE・・．iil．t．fri．1’li？・e，S．Yi・i，［”i．．11i，fap・，i・11，iivali’ihi－i，i一．



　　　　・r’

　　　　るかを示すだけφ番号しか付与されなかつ．　　彼らの第‡の作業は，・これまでの印刷本

　　　　た。たとえば1682年出版のrアiネイス』』・，部の蔵書を2・つのグループに努けることで

　　　　一4巻本の？ンぞド身ク語訳はY957という’・．・あった。第1ゐグループはすでに何らかの，

　　　　翻を与えられたがく現卸聯・・9）・e　整理講聲え1徳・げれカ・のB録に記・

　　　　れ恥との晦のY957・，ず嫡ち『講’入されてL・拝読細るb第・三冠一
　　　　家ヴ詠ギリウス辞V・溶物品聞F列，プは・大革命ρ際臓書に加わら効・個’

　　　　さμがきもの飾るとゆζとを示すの　人から寄観れたり・委託さ騨り晒書

　　　　みであ・鵡この却旙号鉦式の墾ン．籍で徽され・これらにはいかなる記恥．

　　　　翻・．は独さ械そ紡品物は未整’与えられていずまたい晦る聯・三図
　　　　・理図書≧骸て，レだいに「未登録蔵書群」、層　、入されてい恥い。現在・「．前者昧登録済回書一

　　　　．とい与名のもとに知られる丁群を形成して　　　群F・nd・p・・t6．と呼ばれ；旧著は未登録蔵』

　　　　いくごと1になるのである。　t一・・　　　、　　　書誌Fonds　non、　port6と呼ばれている。

　　　　　　　　　　，　　　　　　　　こ02つの蔵書群に謙るζとは2つの
　　　　フランス革命の混乱は，：フラン咽立図・点で重要であった。妙マンの瞬ををよじ、

一　　　書館にはそれほど危機をもたら’さなかっ，．：　めジ過考のいくつかの目録に記載されteもtt

　　　　準・それξこうか当時の印刷本部の畢ヴナ　．z、　のめ中たは・大革命の騒擾・「無制限塗貸出．．

　　　．ン・プ吻締・努塾より・さまざまな団　筆によって御のわからな≦なって・・る

　　　tt体面イて維持不可御・砺績重繕物』㍗柳ミ少ゆちずあったρ寮識謙検を

　　　　が灘してき賊堕の砺る・しかしな1ヅ融箪の牒が不可欠だ・た・，・・，うの

　　　、筋灘嘩理ζ紡酪ち「木員に離㌧聯め融論るrま酢業曲論デ
　　　　1れなかったたあ・ヅァン・1プレリ超人的な働、’　噌大｝ていく蔵書を常tzt正確に把握するtg

　　　　きにもかかわらチ沫鯉の鰭が‡曽良し一めたもこの作黙腰だったので嫡・．

　　　　だの瞭撫・証砺つた・、ヴ・γヴ、．第・臓翻や㌢・ては泊蜘体噸
　　　　レは4・年近く娠期ζ撚って出席目木論1渾をい派いくつ縛在レ泌翻しも記入

　　　『ほとんど＋入温感理騨ψづけたのttt一法磁密にM一されでい⑱げではなかっ、
　　　　であり，彼の死によ？て印刷本蔀は夫き、な、　t・tたので・まず各種記号の一覧表を作残する

　　　　混乱にまきこまれるζとたなるみである。・tt　ことが必要であった。例えばとの一章表の∫

　　　　．7、・184。年力、ら1852年にか1ナての∴・分類A（聖書）ゆ次のように記されて・’

　　　　　一蕪．＿∫，　．　1’・∫るグー一　1・ジ♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　・FO36．　1－2　一　，　　［
　　　　L』代Q碩学ヴァγ・プvq）死にま？て・・一／　’C．（1）80＿A．・1＿4

　　　　フクンス’国立図書館の業務は著しく停滞し　　　　（2）FO＿B．1＿4．

　　　　㍗。、し湿しそめ混乱を通し』（印刷本総；目録，　、．tt　t　8・一Bb’．1L2，’n・aj．．Bib．IHahn．1838，’j

　　　　刊行嵯礎牒が行な論るこ4にならた’噛＼柵＆・一18，P・aj．　e・h．・

　　　　⑱であった・’この作業の中心となつかのeX　・．■8・一B・．1一…両・aj、，　ld．一・

　　　　1840年S月8．印こ総括畢事Administrateur，、　　（4）．，Fo．（1．1二2：　　、　　t　t　，’，・’，．

　　　搬1繰越ζご・繊一、βゆ聴感
　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’：一’　49　hr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’／　t　t

　k　　，　．　’　’　’　1　　　　0　　　　　’



　　　　　　　　　　　　　　・　　　　ト　「「』．／．’　　．　．　∬ジ’‘　、tt一　一　　「』’　1・・，
　　　　　　　　　　　　　　　1　’　t　．　　．・　N

　　　　・ご池ら6『うち∴i回目のも？曝印刷月録rデ　・し塑も才：量ゆ口わっ下．ぐう・、自治に記載，も’

　　．、中盤弊漁’軽み御・lr番臥・r郷冷類もさ⑳・面恥碑さ妬，
　　　・暗愚幡駅続物≒鰭㊧数字グ．．、畑瀬嗜籍嫡傳嘩理ず麺球、
　　一警嫉もρ〉．・は舗欝セと謙があるも＼．卿ζ臓書群鍛聴き拗鮪殊方、

熱烈総雛羅1灘1購聡麟騨の・
・耀鞘帆後唖・づでっけ賑う堵・減r酵聾鶴を寡ら紅いない蔵謝∫

　　吻を示i’L・”c・v・）．奄，い1う蛭郵旗恥・折．恐べ奪ついてダどく酒戦恐慌つくち『

’頼・rl郎折本鯵嘱し◎～る』．：罎、れた．そ、砿ζの境表の粗汁で大分類
　　　：”・・1ピ『）＋覧によ1？一コ『・．肇録済蘇書群にr）1い．1P：力映あ．られ．1”その牙嶺を零す文字は背表紙．’

，　．：1二てlxf将辛の辮目録発行¢）1ための第ゴ段階tt．・tt．』と表緯に記ざれ牟φであや。茨に向じ文字

・嘩鮪が野たζ嘆祝侭rρ轄群tt綿爆撃伽す即知らむそ紡
　　1・1’にρ激論ド’ぎ・r．鵬，全体の瀦名・・魂振蜥瞳れ磨φゆめβ勿範

　　、脚衆議詳め棚よ舛・・ヒ男ゆ聯を・1・㍗．喩分けち繰るそ略舞眺物躇
　　・？く袷ζとであ戸衝弔ちろ声印刷目鍮『匹・、・考名9）・．落者不詳め場合曝・ヒタイ下ルゐ最

　　．？猛て！ま木部命『盛者名＋覧p’ミあ．る∫ら一「、∫、．初の語4）ラ座ファづ中小1頂に整理きれたφ，．

　　　平714鯉坊断嘩をbく’｛1・r・＼．1∵、碗1例融・・癩趣撒未嚇蔵、
Et ^　・　／t． ﾑρ：ま輯馴叢論会二品法湛、・．∫書辮次卿に潮されて晦・L効・，

藩藁懇鱗麹饗ll鰍呼ゆ1沖轡≠ll吟

難離轟毒籍欝ヨll襟驚1鴇警防1

論議羅∴灘露㍑論難鋳｛避蹄



．’

@’；　x　，1　’．t　it，　’／ @’　1’t’ @／i’
@．’　’

煤@t．　．’lt’　’，　
　
r
M
　

　t’，／．　’
煤h C　．　’ 狽堰f @”，’　1／　tt　’　’，t’　f　’1　’／，

t字脱出につい七・亨ユ，♪ルベ1レク・1845年。　　体系的目録O概容を記ナごとである。それ

　　A蘭・li］1，　．L・）・・Ub・・’di・Cg・j・i’・ti・・tt瑚下めまう、…行筋泌∴．

，暫定的に鯉すること翻的・す醜のでt　ttt「：3・．　llの章の中撚弊・・、1つか嚇に・

／嘩がつた・図舗が将来臓するはずの・tt，＿わける6・　一・：「

論ず厩を暦跳？げ朔鉢も羽入・・“…laa節卿儲ける各鋤の順を示・ン
　し塗いまま換索しゃすいよ5頓分類し1㌣l　　ttす数字をうけるら

の灘群に継続的に糊幽いく9・とが／・　’　tt’ D5i　．・の数字曉行ρ年代瓜．その書物’lt

翠雨でい⑳飾る・し準がって例え弓勘劾炉ってい野幌年代！i眸
撒分2脚4撚二郷め弊挿1き’＿　タの願にしたが？て括る．＼㌣，

P論：㍗追物畔即㌧、ピ煙塵識轟毒騰
　　・・メ噸の堕熱机聯触∵・・、ちれ．各面躯廉璃あ品品伽。鎗

1雛贈穆瓢刃：鷲1灘霧ご獅無
㍗1873鑑　t．t：，一．．一馳ぽ・・6てき漏出ずその蠣によ・で

　　めよう鴎て甥思至・燈点図．、尉噛節が決められ・ぞ坤ですで1，・所
書群に？いては，著都ゐア’P・、ラ。ベリド：蔵さ派い臓忌忌して使われていな、

　順目録ができあがったQであらみ。、’，一・　番号に続く番号を与えられた。このよ5『なl

i’　？8’i．：麟麟綬1湯r雰灘難論美1脚蜜・

　　　　』タシユ、堅「？豹ニ　ピラ、シ梗の男帯碗う・・、
　　月録製作作業はタシュPt　一一　h：指導の任に「仁㌧　、「ブ戸ン5史」・に嫡記景写が与之られ・・

・、瀬棚代嘩1瞬・鐸麟展『塗卿ミ次ρ璋紛はr櫓漸．・
　．した9・印刷本9）いくらカ｝の分類が全面的に・　、「L；「1予備海タび総記・．一・一∵　／1

　改訂され♂新たに体系的目録が作成ざれ“　’l　Ia．冬時代史い

．たP．改訂さぬ㍉輝ゆ面ま財産瞬『斗b・・』言忌▽、㌦匹．L．，
へ痢麟な趣た69らゆれからふ客一・　・　．’　L・・噺聞難誌か；1し’・　．，．・匹

ぺていくであろ漕物の盤石番号に恥く’て　『エd．宗教史㌧∴．t　’ttt，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　’一　，　．N，



　　　∫1躍∵じ：滋1勾留瀦噺怠1㌧

　　　　例えばと鞭ちめしk・肺史は嚇から♂∵1即・・。52・・忽llirh・imジ三四、

　　　ヨ『　♂1籍§き♂iiil窓四1　難落　鑑



　　　　　　　　　　・ツレレ寧・rカン著6．6リ；、tt　手Q41工k7・io41Aといち整理記号を与兇られtt

　　　　　　　　　　・ユ863瑞・：2折燭・1・，∴後！r・串67年．iS7晦．1・8＄・年と版煙ねた．

　　　　　’・ピ1・・　．．・　’．1．’∫ゼ’・・’1．t　t．tも〕聡そ漏れILk・7加豆，¢ρ・の誘

　　　岬52a撫繕整1灘∴．麗轡嚇轡1轡
　　　　　　，鶏讐∴鼎ズ漏糖総画蓼：艶艶1
　　　　　　　　　　アr略雅・1凹碑・「．∫イ洩「：秘か硬詐ヨ曽耳．s・’パ細

　　　　・＼「1…’摘1、．▽「』＼‘・雛購lll菟範驚鼻嵐

　　　　塾7・10S321　Marseillrl　S6・．paS・e…n・，一・．∫鰯てられて・畑癩Pは姿硝Uそ

　　　　　　　　　　P『6seヰet　＄on　aVenir・par　
．．・

闥?ﾉふ■くまれていた書物ほ者国史φ中に

　　　　　　　　　　M・A‘Clapi…r』P・・i・；1．1「「入妨泌謡ぬら溜Nl津．1イギリ『ス

　　　　　　　　　　1863・・ln・80・＜㌣セイ折r、・、史∵0はスペ痢：逮・レ・、ガ硬醸定さ．

　　　　　　　　肪鷺磯馴朗密亨㌻ll郷；1概建る男・

㍗・忌…昌岬年∵痢．tt．1…1∵コ．部1諾膿馨診禦轟轟．

　　　　『即Orl昌・1・adg・・at’・h・d・．1・晦・6一、れ砒噸・ざ蜘蝉純であり，t整琉．

　　　．t．／．一・ldr　Bgissダ照・琴1・』ぐ・’一一1、　．一号はア吻べ・・め大熱示された大、

　　　　　　　　　　．・e・a　A・…n．ay　le．5・・…㌧tt区分，1．識字で赤面だ章畑瀬を示ナ

　　　　　　　　　　b「e手852・一Pati・1〔1862〕・r数物3蝋碗働立・て鴨匹過ぎな、・

　　　　　　　　　　1’「t7－80・（186即0月5．日・アー1、1’％したが・てN・7…Vま　’「イギ，以舷

　　　　　　　　　　ブネかセと理てられたボ7シーJ、tt記」り章た750番曲『受け入乳られた白物；

　　　　　　　　　　●ダγグラ阿哲軌ぷ、』「悟睡含㌍・癖二公聴肉細
．　　ノ斗岬年〕？β析ン’・、⑫で，あ．る・〉：9・・：・ジ1ドン麺．フ・の．

　　　朗朗漁ご鱒鞭轡『£驚勲贈編鷹嚇、
　　　ご：アノ家「など之面する出版物であっ一た。酎　tt　’国史」てPb・）の北内に第巧乞嘉月に受・．mp入’

灘畢欝聯樋・一欝欝繋縛1響
　　　　蜘年から1163奪瞭出梅さ図∫論轟轟鷲r霜露，

　　　簾窓越灘撒享驚摯・1・．・勢鰍儲麟農懸鰹字φ九

　　　凋撫窓際た・し魑て．ドマラソ已rまたご馳晶晶ッ封ゆいで蘭産
　　　セイ、モ斥の1ブr7とその恥ζいう’9’　・・．瞬ゆ訊轍坤た5減兇ば纐・



一噛

･ト ﾄ訊’∴　’＝r『　・一♂
薇r登濾瞬∴129遡喬擁釜麟7㌦
・．・ 墲P311叢雲輩欝宏聴1∵韓語ヒ肺脚帯
・∵．・『1…　、のた豹空き翻．・．’、．∵ランス嘩囎鄭記し｝よ11897年力㌧，

　　　1400L20i8．：・登録済蔵書群み4、斬本。＼．1’■う印刷本編合目鐸の印刷刊行を開始した。

　　26・9一漁、未登録轄綱・折本．、ゴ騨鴫随よ卑この口業をま今な擁＼9．

1　’

?F1：∵難蕊1∴1警藷1羅義賊

雛組灘勲脇．．驚獄灘鵬：tt
　　　　1源論題臨写簾覆罐三階繋2
’・ ﾅ鋒にタ／sユP　，一：一・　！：k自録化も財産自録kl＼決して無駄でば魁牽あろ5・9以下印黒本

もさ抑’な略鯉日融い？．てぐる書tt／一　・　’　tt部の婦罪したが6礪嘩記P捧稿t　t

べ州紅鱒の⑳聯・螂分の駒引ゴ⑫うち零・卿冊あ動が8折回
個々噸聖画鰹聯号を与える、ζξ1∫，．照るd∴・1”・・．

嘩黄鐙購甜纏り神ら麺㊥1：－’　’．　一’C・．教父1、敵4β6冊一「’
で・．「

ｱ働．岨に鯵照記号戦て癩め＿，．ip・、力．ト彬〃神学計ラ4野冊1，

◎P∫D3」Eた》『いζの財産目録；、；ls5－2年場lttt／tE’，’．』教今法：、計・．’　8，・680冊「tt　ご

降暖藩論遷る新ド織確行さ・／・・煽自然齢よ砺民法、・計1　7・’・・1冊1，

牌嘩あ？た・ご・1ゴ・ご1幽ゾゴ澄騨鰭群纏録選民の
ぞ磯源けたレ輝ご病ドリルカ・行、1．．’t’　t．一畳・購’・・1弓　，・．

な塵ピ鳳こ紡録た塑獅猷二、⑪㌻で示され砂馨の分郷中dy　・、
って行なおれた事業の改善発展でありダそ　∵．〆43’1柵。’・’　　　　　　　　　　　　　，

、してまたそれらの業績を踏まえた上でQ印∵・℃，1∫㎡t一　・．以上以外ゐ新蔵書判事4）！816冊。”’1，

1跡糊即刊融台鰯らた軽信：る・「三＼w潰鰭中の・33恥、、，

凱：項’図照匹＝図ll轟ま欝Ol恥臨∫

　　　旧デ三四∫、、二『∵1，，・k－1、＼1・”・．1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，r　，　　　　1



跳欝能瀬ll）、♂、♂∴蒲勺轡轡∵轡

凶繭ヒ響脚讐じll「漸≒瀞幽幽券縦・

・謡：覇憂蟻灘野llll♂図認轟灘蕊1翫

畳濁描法1欝1町∫1き露驚湿触1∴
、薫欝1轡ll魍篤lii｝1劣lll貯沼署：ll



t　’”　，’，’　．．　’t　．．　・’・1．’　，．　L　．，　．．



Yd．4ダリア詩賦11，340冊・
Ye．ワランス詩　　計68，841冊
Yf・．フランス演劇　　「計．・18，409冊，

Yg・「スペイン・ポルトガル詩，

　　，計4，3摩冊

Yh．ドイツ詩’ ?ｼ4，『48珊

Yi・オランダ詩’計3，028冊
Yk．’・イギリス詩　・』計　6，422冊

・YL　スカンジナビア詩tt　t．計　846冊　’

Ym・スラブ詩　一計　913冊

Yn・ケルト詩　　計、527冊

Yo．．　．上記以外の許、計241冊．．

Yth．、演劇　計42，059作品ts

　　　こめ分類はYの追補であ洗戯曲ど

　　して独立して発行された作品にあでら

・tれでいるρ

Y2．，小説　　計　1i6，824冊tt

Z．，全集類および雑纂1計，82，307冊

　その他を合わせた全合計’12，048，893冊

　以上本誌2回にわたってフランス国立図

・書館め摩史をたどbてきたが，、ヒればあ』く

まで目録史自録技術と∀・つた狭い視野か

らの概略史でありs本稿自体に『 烽ｳ血ぎま

匠不十分な点がある。’文化史的な視点をも’

備えた総合的なフラシ茎国立図書館史をま・・

とやるこζは今鋒ρ課題であり・筆談たち1

も機会があればこの意義ある研究に取り組・

んでタたい剰えている・本禰博Fヨ薪究

家の研究め“助どもなれば幸いである。・

　　　　（まつもど・しんじ　二等参考課

　　　　　，ふくだ●もとこ福富

　　　レフ・ン旧例t　　　・軌第璋には京坂照る業績曙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干記されています。（6）の増補訂正。’

畔冠山に関鱒（個人）・．1・∫∵．青磁黙聾諜驚1・

　　〔向答〕　　　．．・　tt　・　　　1　・　　一t年6月）・

　　ご照今の三冠山（・674一・729）につ』・∫’（・仲源四郎、「二三璋目騨正」．．

丁は，森特等翁忌敵三襟料綜覧』　・，一’　．（Mkl’2・v”　’・同8月）tt

　　（鯨，鯨巴戦・48ゆめ人物噸1、（6レ硝購「野山即配所聯巾ら
’に，主要な文献名が載っており，これらにし、　・．tttt．、ζすう∫支那語学」”（・「・書誌学』第

　よられれば，ご調査の手がかりは大略得ら．1　』Ftt－2巻1－4号・昭和9年1÷4：月一）’

　れ乙と思われますので下に掲げます：’。t．t：忌tt切い上田美汀子、「岡島男山と太平記r近

疎慧聯聯∵記∫欝籍魏海覇埜
｛2）大締立門脈r大阪名旙湘鍮・　（8）願望二野島冠轡型」c『国語国

＼　　　　・大正3　　　’　・　　、・　・　：　＿一　　、・L｛文研究』第42号・．昭和44年2月）・

　　　本書第瞳・第4節・其三「鵬霊山」』、’れれば・鋤己れること二三ま思付1・

煮端昂ll∵轡評お嚇淫轡∵




